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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
この論文は,都市 ･産業の近代化主義のもとで見過ごされてきた,中小規模自営業の事業所が集積する
地域の活性化をテーマにした研究である｡得られた主な知見は次の通り要約できる｡
1.中小規模自営層集団が,現代において自己変革しつつ,特色ある産業と職住共存のコミュニティを
持続していることに注目′して,これを地域計画に位置付け,将来目標像を設定する現代的発想を提起した｡
2.これまでの外挿的な将来予測ではなく,自営業を営む業務の内容,家族の就業と生活,ジェンダー
としての妻の役割,後継者の有無,家業観など,生活システムの内面に立ち入った調査に基づく,ライフ
スタイルの構造的理解と将来展望の方法論を開拓した｡
3.これら自営業では,外部にむけては,単なる製造や販売の拡大ではなく,作家アトリエ ･ギャラリ
ー化や旅館 ･老舗店舗などの個性化といった文化的付加価値の増大による現代的再生をはかっていること,
内部では,家族の主体的な役割の再分担や職住関係を含めた居住条件の向上を図ることで,生活システム
の改革を志向していることを明らかにした｡
4.個別事業所では造成できない地域イメージの演出やツーリズムの導入が意識され,そこで地域の特
性を表徴する町家型建築と町並み魅力の形成が地域振興の手立てとしても期待されていることを見出した｡
以上のように,本論文は,近代化主義の都市政策を批判して,多彩な特徴をもった中小自営業集団がつ
くる個性ある地域の将来像について実証的考察を進めたもので,学術上,実際上寄与するところが少なく
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ない｡
よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡また平成9年1月23日,論文内
容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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